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私立大一般選抜では１期（２月）入試が終盤を迎え、２期（３月）入試の出願がスタートしている。ここでは
主要大の１期（２月）入試の志願者集計（２月25日現在）から、今春入試を分析する。 
 
■志願者数は微増も、競争緩和は続く見込み 
 【表１】は、現時点で志願者数が判明した全国107大学の状況をまとめたものである。今春の一般選抜の志願
者数は、全体で前年比103％となった。志願者数は増加したものの、2021年度入試では志願者数がその前年から
14％減少（河合塾調べ）したことを鑑みると、増加幅は小幅にとどまった。高校生の進学率上昇により、人口減
にともなう大学志願者数の減少はペースダウンしているものの、新型コロナウイルス感染症の影響や入試の緩和
を見込んで出願校数を抑える動きは継続しており、これが要因とみる。また、合格者数は2019年度から増加に転
じており、2022年度入試でも入学者確保のため合格者数は増加すると見込んでいる。現時点で判明している合格
者数をみていくと、既に前年の合格者数を超えている大学もみられる。18歳人口の減少により、大学志願者数は
小幅といえども今後、減少を続けることから、私立大入試の競争緩和は続く見込みだ。 
 方式別にみると一般方式の志願者数の前年比104％に比べ、共通テスト方式では同101％と前年並みにとどまっ
ている。共通テストの大幅な平均点ダウンも一因に挙げられるが、中央大の共通テスト方式で志願者が１万人以
上減少したことが大きく影響している。詳細は後ほど大学別の志願状況で触れるが、中央大では一部方式の受験
料の値上げや併願割引の縮小により志願者が減少、とくに共通テスト方式で減少した。中央大を除けば、共通テ
スト方式の志願者数は前年比103％、一般方式は変わらず同104％と両方式に大きな差はみられなかった。共通テ
ストの平均点は大幅ダウンしたものの、私立大入試への影響は小さかったようである。主要大では出願を共通テ
スト前に締め切っていた大学が多かったことに加え、私立大では３科目型が主流で、平均点ダウンが目立った数
学を必須としない大学が多く、影響が限定的なものとなったとみる。このほか、英語資格・検定試験を利用する
方式では多くの大学で志願者が増加した。新入試の目玉だった、民間の英語資格・検定試験の成績を入試に利用
するための英語成績提供システムは頓挫したものの、英語資格・検定試験を受験する高校生は以前より増加して
るとみる。英語資格・検定試験を利用する方式の志願者増はこれを裏付けるといえよう。 
   

  
■各大学グループには堅調に志願者集まる 
 大学グループ別に志願状況をみると、「首都圏女子13大学」を除き軒並み増加した。「早慶上理」「ＭＡＲＣＨ」
グループでは、個別の大学でみても志願者が増加した大学が目立ち、法政大や明治大では志願者が10万人を超え
た。「関関同立」グループでも関西大で前年並みとなったほかは、いずれの大学も志願者は増加しており、難関大
を敬遠する様子はみられなかった。「日東駒専」「産近甲龍」ではグループ全体で志願者は増加したが、「日東駒専」
では東洋大、「産近甲龍」では近畿大で志願者が増加したものの、他の大学では志願者が減少した。東洋大では共
通テスト方式で志願者が増加した。東洋大の共通テスト方式では全方式で英語資格・検定試験が活用できるよう
になったことや前年入試の反動などが志願者増につながったとみる。近畿大では情報学部の新設に加え、既存学
部でも志願者の増加が目立った。「首都圏理系10大学」グループでは志願者が１割以上増加したが、これは前年
に続き共通テスト方式の受験料無償化で話題を集めた千葉工業大の志願者が大幅に増加した影響が大きい。千葉

【表１】私立大　大学グループ別志願状況

21年度 22年度 前年比 21年度 22年度 前年比 21年度 22年度 前年比

主要107大学　計 1,547,567 1,603,354 104% 788,270 797,910 101% 2,335,837 2,401,264 103%

早慶上理 149,701 156,682 105% 53,033 49,997 94% 202,734 206,679 102%

ＭＡＲＣＨ 246,709 265,467 108% 126,211 118,494 94% 372,920 383,961 103%

成成明國武 55,530 60,155 108% 27,525 29,009 105% 83,055 89,164 107%

日東駒専 154,787 153,851 99% 83,035 87,107 105% 237,822 240,958 101%

首都圏理系10大学 145,327 153,162 105% 117,007 139,598 119% 262,334 292,760 112%

首都圏女子13大学 36,709 34,139 93% 18,657 18,375 98% 55,366 52,514 95%

関関同立 163,331 172,317 106% 67,477 67,366 100% 230,808 239,683 104%

産近甲龍 157,769 170,024 108% 67,232 74,858 111% 225,001 244,882 109%

上記以外の大学 437,704 437,557 100% 228,093 213,106 93% 665,797 650,663 98%
※数値は2/25現在、出願期間中の方式および志願者数未公表の方式は集計対象外

（大学グループ）

早慶上理：早稲田・慶應義塾・上智・東京理科 　ＭＡＲＣＨ：明治･青山学院･立教･中央・法政 　成成明國武：成蹊・成城・明治学院・國學院・武蔵

日東駒専：日本・東洋・駒澤･専修 　　首都圏理系10大学：千葉工業・北里・工学院・芝浦工業・東京工科・東京電機・東京都市・東京農業・麻布・神奈川工科
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首都圏女子13大学：大妻女子・学習院女子・共立女子・白百合女子・実践女子・昭和女子・聖心女子・清泉女子・津田塾・東京家政・東京女子・日本女子・フェリス女学院

関関同立：関西・関西学院･同志社・立命館　 　産近甲龍：京都産業・近畿･甲南・龍谷

共通テスト方式一般方式
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工業大を除けば、「首都圏理系10大学」の志願者数は前年比98％と減少となる。「首都圏女子13大学」では、比
較的規模の大きい東京女子大（前年比121％）、津田塾大（同106％）などでは志願者は増加した。一方で、学習
院女子大（前年比 67％）、実践女子大（同 71％）、フェリス女学院大（同 74％）といった大学では３割近く志願
者が減少しており、大学間で人気に差がでた形となった。 
  
■学部系統別－就職関連の分野に集まる傾向 
【グラフ２】は、学部系統別の志願動向である。 
私立大全体の志願者数前年比 103％を基準にみ

ていくと、「人文学系」「社会科学系」の志願者は
前年並みにとどまった。分野ごとにみると、社会
科学系では年間を通して人気を集めていた「法」
分野で前年比 107％と志願者が増加した。コロナ
禍による先が見えない不安感から安定を求めて公
務員への就職イメージが強い法学系に志願者が集
まったとみる。 
「理・工・農学系」に目を向けると、「理・生命

科学」「工・理工」では増加率が高く、志願者を集
めた。医療系では、「医」が減少した一方、「歯」
「薬」では高い人気を示した。文理ともに就職や
職業を意識した系統選びがみられた。 
 
 

■各地区主要大学の志願状況 
次に全国の主要大学の志願状況（判明分）を確

認する。今春は、志願動向に影響を及ぼすような
変更が少ない入試といえるが、前年の入試の反動
により志願者の増減が激しい大学・学部がみられ
た。【表３】はいずれも２月25日までに志願者数
が判明した入試方式の集計である。 

 
［青山学院大］ 
大学全体の志願者数は、47,839人（前年比119％）

と２割近く増加した。前年入試では大掛かりな入
試変更を行い志願者が大きく減少しており、その
反動によるものとみる。方式別にみると、一般方
式の志願者は前年比 123％、共通テスト方式は同
116％と一般方式での増加が目立った。学部別にみると、教育人間科学部を除く全学部で志願者が増加した。なか
でも法（前年比161％）、コミュニティ人間科学（同150％）、地球社会共生学部（同141％）では志願者の増加率
の高さが目立った。法学部では系統全体が全国的に人気であることに加え、今春よりヒューマンライツ学科が新
設されたことで志願者が増加した。既存の法学科では募集人員195名に対し志願者数が3,193人、ヒューマンラ
イツ学科では募集人員 60 名に対し志願者数が 1,433 人集まり、志願倍率（志願者数÷募集人員）でみると、ヒ
ューマンライツ学科の倍率の方が高くなった。 
 

［慶應義塾大］ 
大学全体の志願者数は37,894人（前年比103％）と５年ぶりに増加した。学部別にみると、文、総合政策、環

境情報学部を除く学部で志願者が増加した。なかでも、商（前年比108％）、看護医療学部（同107％）は２年連
続の志願者増となった。商学部はＡ・Ｂ両方式で志願者が増加したが、英・数・地歴を課すＡ方式が志願者で１
割増加した。看護医療学部では昨年、新型コロナウイルス感染症対応で実施をとりやめた２次試験の面接実施が
復活、受験日数も例年通りとなったが、敬遠する様子はみられなかった。このほか、医療系の医（前年比111％）、
薬学部（同114％）で高い人気を示した。 
 

［上智大］ 
 大学全体の志願者数は22,503人（前年比86％）と、「早慶上理」グループ内で唯一志願者が減少した。方式別
にみると一般方式の「TEAP利用型」の志願者数が前年比95％と減少幅が小幅にとどまった一方、共通テスト方式
では同 83％と大きく減少、「共通テスト利用型」「共通テスト併用型」の両方式で志願者が減少した。「共通テス
ト利用型」では前年入試の実質倍率（受験者数÷合格者数）が8.2倍と他の難関私大の共通テスト方式の実質倍

【グラフ２】私立大 学部系統別志願状況 
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率と比べ高かったことが減
少の要因とみる。「共通テス
ト併用型」の減少について
は、文学部の一部の学科や
総合人間科学部では個別試
験で総合問題など対策しに
くい試験が課されているこ
とから敬遠されたこと、同
じく個別試験で学科試験を
課す経済学部では対策のし
やすさから前年入試で高倍
率、難化したことが影響し
たとみる。学部別の状況を
みると、志願者が減少した
学部が目立つが、なかでも
前年入試で志願者を多く集
めた経済学部では志願者が
前年比 68％と前年から３
割減となった。一方、外国
語学部（同 116％）の志願
者は増加しており、外国語
系分野が不人気の中、志願
者を集めた。 
 

［中央大］ 
出願期間中の共通テスト

後期を除く志願者数は前年
比 82％と大きく減少、「Ｍ
ＡＲＣＨ」グループで最も
志願者が減少した。方式別
にみると、一般方式では前
年比99％と前年並み、共通
テスト方式では同 58％と
４割以上志願者が減少した。
中央大では今春入試より、
共通テスト併用方式や英語
外部試験利用方式で受験料
を値上げしたほか、共通テ
スト単独方式では併願割引
制度適用の対象からはずれ
た。志願者の減少には併願
数の減少が影響したとみる。
学部別の志願者数をみると、
文（前年比 93％）、総合政
策（同96％）、理工学部（同
89％）などでは一般方式の
志願者は増加しており、大
学全体の減少幅より小幅に
とどまった。 
 

［東京理科大］ 
 理学部（第二部）を除く大学全体の志願者数は、52,439人（前年比109％）と大きく増加した。方式別では、
共通テスト方式の増加率が高く、全国動向とは異なる傾向となった。共通テスト方式では共通テストのみ課すＡ
方式、個別試験も課すＣ方式の両方式とも前年入試で志願者が減少しており、その反動とみられる。なかでもＣ
方式の志願者の増加率の高さが目立つ。Ｃ方式では共通テストは英語と国語のみ合否判定に用いており、今年の
共通テストは英語、国語の平均点の変動は小幅であったことも志願者増の一因とみる。学部別の動向をみると隔

【表３】主要私立大　大学別志願状況

21年度 22年度 前年比 21年度 22年度 前年比 21年度 22年度 前年比

北星学園 1,797 1,827 102% 837 876 105% 2,634 2,703 103%

北海学園 4,427 4,711 106% 1,968 2,246 114% 6,395 6,957 109%

東北学院 5,502 8,176 149% 3,356 3,725 111% 8,858 11,901 134%

千葉工業 47,095 52,824 112% 51,429 78,864 153% 98,524 131,688 134%

青山学院 20,056 24,614 123% 20,067 23,225 116% 40,123 47,839 119%

学習院 13,675 13,800 101% 3,433 2,821 82% 17,108 16,621 97%

学習院女子 1,709 1,143 67% - - - 1,709 1,143 67%

北里 8,418 9,017 107% 2,717 2,742 101% 11,135 11,759 106%

慶應義塾 36,681 37,894 103% - - - 36,681 37,894 103%

工学院 11,704 11,682 100% 6,506 8,827 136% 18,210 20,509 113%

國學院 11,064 12,321 111% 6,072 6,665 110% 17,136 18,986 111%

国際基督教 1,144 1,030 90% - - - 1,144 1,030 90%

国士舘 8,027 7,245 90% 3,632 4,537 125% 11,659 11,782 101%

駒澤 17,446 18,151 104% 10,896 9,230 85% 28,342 27,381 97%

実践女子 2,482 1,917 77% 1,563 950 61% 4,045 2,867 71%

芝浦工業 21,393 22,182 104% 16,678 15,684 94% 38,071 37,866 99%

上智 5,412 5,123 95% 20,858 17,380 83% 26,270 22,503 86%

成蹊 11,320 12,706 112% 7,310 6,756 92% 18,630 19,462 104%

成城 8,509 8,438 99% 5,093 6,891 135% 13,602 15,329 113%

専修 27,258 28,257 104% 17,102 15,311 90% 44,360 43,568 98%

大東文化 10,881 10,391 95% 8,126 6,506 80% 19,007 16,897 89%

中央 45,247 44,842 99% 32,110 18,513 58% 77,357 63,355 82%

津田塾 1,811 1,735 96% 1,695 1,981 117% 3,506 3,716 106%

東海 22,875 27,683 121% 16,572 14,212 86% 39,447 41,895 106%

東京女子 3,952 5,098 129% 2,918 3,228 111% 6,870 8,326 121%

東京電機 14,750 15,325 104% 9,382 8,196 87% 24,132 23,521 97%

東京都市 12,443 13,060 105% 13,225 8,881 67% 25,668 21,941 85%

東京農業 14,973 14,349 96% 7,214 7,545 105% 22,187 21,894 99%

東京理科 32,788 34,618 106% 15,336 17,821 116% 48,124 52,439 109%

東洋 42,396 41,518 98% 32,075 43,312 135% 74,471 84,830 114%

日本 67,687 65,925 97% 22,962 19,254 84% 90,649 85,179 94%

日本女子 5,892 6,248 106% 3,123 3,229 103% 9,015 9,477 105%

法政 65,756 79,537 121% 25,200 28,649 114% 90,956 108,186 119%

武蔵 10,773 12,722 118% 3,199 3,763 118% 13,972 16,485 118%

明治 71,551 76,328 107% 27,458 25,607 93% 99,009 101,935 103%

明治学院 13,864 13,968 101% 5,851 4,934 84% 19,715 18,902 96%

立教 44,099 40,146 91% 21,376 22,500 105% 65,475 62,646 96%

早稲田 74,820 79,047 106% 16,839 14,796 88% 91,659 93,843 102%

神奈川 13,841 20,095 145% 8,807 8,417 96% 22,648 28,512 126%

関東学院 9,689 8,008 83% 4,932 3,782 77% 14,621 11,790 81%

フェリス女学院 891 637 71% 628 485 77% 1,519 1,122 74%

愛知 11,168 12,115 108% 5,341 5,656 106% 16,509 17,771 108%

中京 16,339 15,150 93% 11,564 11,960 103% 27,903 27,110 97%

南山 14,642 15,468 106% 6,931 7,614 110% 21,573 23,082 107%

名城 20,117 23,282 116% 14,981 15,561 104% 35,098 38,843 111%

京都産業 24,929 23,661 95% 13,362 11,851 89% 38,291 35,512 93%

同志社 36,490 37,726 103% 7,991 8,128 102% 44,481 45,854 103%

立命館 48,148 51,191 106% 26,798 27,769 104% 74,946 78,960 105%

龍谷 38,406 33,267 87% 14,538 18,925 130% 52,944 52,192 99%

関西 56,108 57,632 103% 22,437 20,024 89% 78,545 77,656 99%

近畿 85,553 104,489 122% 34,184 38,788 113% 119,737 143,277 120%

関西学院 22,585 25,768 114% 10,251 11,445 112% 32,836 37,213 113%

甲南 8,881 8,607 97% 5,148 5,294 103% 14,029 13,901 99%

松山 3,931 4,406 112% 1,987 1,727 87% 5,918 6,133 104%

西南学院 10,824 11,040 102% 6,238 6,138 98% 17,062 17,178 101%

福岡 28,880 29,034 101% 14,197 14,655 103% 43,077 43,689 101%
※数値は2/25現在、出願期間中の方式および志願者未公表の方式は集計対象外
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年現象が起きており、前年入試で唯一志願者が増加した先進工学部では志願者が減少に転じた一方、その他の学
部では志願者が増加した。 
 
［法政大］ 
 大学全体の志願者数は、108,186人（前年比119％）と「ＭＡＲＣＨ」グループで最も志願者数が増加した。方
式別にみると、一般方式での志願者の増加が目立った。 
 学部別にみると、前年の入試で易化した経済（前年比137％）、経営学部（同150％）の志願者が大幅に増加し
た。一方、グローバル教養（前年比 66％）、現代福祉（同 93％）、キャリアデザイン（同 83％）の３学部では志
願者が減少した。グローバル教養学部のＡ方式では今春入試から英語の試験を廃止し、新たに英語資格・検定試
験の成績を出願要件かつ英語の得点換算として利用することとなった。利用できる資格・検定試験の一つである
実用英語技能検定の基準は準１級合格だけでなく、CSEスコア 2350点以上としており、他大と比較しても高めと
なっている。このためＡ方式の志願者が前年比46％と半数以上減少した。さらに同学部の英語外部試験利用入試
でも出願要件のCSEスコアが2350点から2500点にかさ上げされており、こちらも志願者が前年比24％と大きく
減少した。現代福祉、キャリアデザイン学部は前年入試で志願者が増加しており、志願者の減少はその反動とみ
る。 
 
［明治大］ 
 出願期間中の共通テスト後期を除く大学全体の志願者数は、101,935人（前年比103％）となった。方式別にみ
ると、一般方式では志願者が増加した一方、共通テスト方式では減少した。学部別にみると、国際日本学部の志
願者が前年比 112％と増加率の高さが目立った。国際日本学部では今春より一般方式の一部の方式で公民の選択
が不可となったが、動向に影響はみられなかった。農学部の志願者も前年比 111％と５年ぶりに志願者が増加に
転じた。このほか、文（前年比110％）、政治経済（同110％）、理工学部（同106％）でも志願者は大きく増加し
た。一方で商学部は前年比92％と４年連続で減少が続いており、とくに共通テスト方式で減少が目立った。商学
部は文系学部の中では唯一共通テストの「数学」が必須であり、敬遠が続いているとみる。 
 
［立教大］ 
 大学全体の志願者数は、62,646人（前年比96％）と減少に転じた。方式別でみると、共通テスト方式の志願者
は前年比105％と増加した一方、一般方式では同91％と１割近い減少となった。前年入試では大掛かりな入試変
更を行ったことで一般方式の志願者が増加しており、今春入試はその反動で一般方式への出願が避けられたとみ
る。 
 学部別にみると、ほとんどの学部で志願者が減少しており、なかでも経営学部（前年比84％）は減少率が高く
なった。前年入試でも１割以上志願者が減少しており、人気の低調が続く。法学部（前年比 124％）では唯一志
願者が増加、過去10年で最大の志願者数となった。今春は前年に易化した国際ビジネス法学科の志願者が大幅に
増加した。 
 
［早稲田大］ 
 大学全体の志願者数は 93,843 人（前年比 102％）と微増となったものの、志願者数は前年に続き 10 万人を下
回った。方式別でみると、一般方式では前年比106％と増加した一方、共通テスト方式では同88％と１割以上減
少した。共通テスト方式は出願締切日が共通テスト後に設定されており、共通テストの平均点ダウンの影響もあ
ったものとみる。とくに共通テストの「数学」が必須の社会科学（前年比 76％）、政治経済（同 86％）、法（同
89％）、人間科学（同76％）の４学部では減少率が高かった。 
 学部別にみると、教育（前年比111％）、スポーツ科学部（同110％）では志願者が１割以上増加した。スポー
ツ科学部は前年入試で共通テストを必須化したことにより志願者が半数近く減少した反動によるものである。一
方で、同じく前年入試の共通テスト必須化で志願者が激減した国際教養、政治経済学部は今春も志願者が減少し
ており、志願者減少に歯止めはかからなかった。文、文化構想学部では今春より「一般選抜」で募集人員がそれ
ぞれ減員となり狭き門となったが、両学部とも志願者は前年を上回った。なお、この２学部で実施されている「一
般選抜（英語４技能テスト利用方式）」でも志願者は増加、志願者数は前年に続き過去最多を更新した。理工３学
部ではいずれも志願者は増加に転じたが、先進理工学部は前年比101％と増加率は小幅にとどまった。 
 
［同志社大］ 
 大学全体の志願者数は45,854人（前年比103％）となった。近年、志願者の減少が続いていたが、今春入試で
は増加に転じた。方式別にみても、一般方式、共通テスト方式とも志願者は増加しており、前年比もそれぞれ大
きな差はみられなかった。学部別にみると、文（前年比115％）、社会（同111％）、法学部（同124％）などで志
願者が増加した。理工学部では学部全体の志願者数は前年比 103％と微増となった。インテリジェント情報工学
科や情報システムデザイン学科といった情報系の学科での志願者増が目立った。情報システムデザイン学科は全
学部日程（文系）を廃止したが、志願者数は前年から２割以上増加し高い人気を示した。一方、同じく情報系の
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文化情報学部の志願者数は前年比76％と大きく減少した。 
 
［立命館大］ 
 出願期間中の後期入試を除く大学全体の志願者数は、78,960人（前年比105％）と増加した。方式別でみても、
一般方式、共通テスト方式とも前年比に大きな差はみられなかった。学部別にみると、経営、食マネジメント学
部を除き、志願者は軒並み増加した。なかでも薬学部は前年比 157％と大幅に増加した。薬学系の全国的な人気
に加え、今春入試より薬学科と創薬科学科の２学科で併願制度が導入されており、これが志願者の増加につなが
った。このほか、文（前年比109％）、理工学部（同110％）なども志願者の増加が目立った。 
 
［関西大］ 
 出願期間中の後期入試を除く大学全体の志願者数は、77,656人（前年比99％）と前年並みにとどまった。前年
入試では他の主要大の志願者が減少するなか、関西大では前年並みに志願者を集めた。今春も大きな入試変更を
行わなかったことなどから、前年並みに推移したとみる。方式別でみると、一般選抜では志願者が増加した一方、
共通テスト方式では減少した。学部別にみると、法学部の志願者が前年比 139％と増加幅が大きくなった。前年
入試の反動や、全国的な法学系人気が志願者増につながったとみる。このほか、社会安全（前年比117％）、政策
創造（同113％）、人間健康学部（同118％）なども１割以上の増加となったが、これらの学部も前年入試で志願
者が大きく減少しており、その反動とみられる。 
 
［関西学院大］ 
 出願期間中の共通テスト３月出願を除く大学全体の志願者数は、大学全体で37,213人（前年比113％）と大き
く増加した。前年入試は合格者数を５割増と大幅に増やしたことで倍率がダウン、易化したことで受験生には挑
戦しやすく映ったとみる。方式別でみても、一般方式、共通テスト方式とも前年比に大きな差はみられなかった。
学部別にみると、文系学部の志願者増が目立った。前年入試で志願者が大きく減少したことに加え、今春入試よ
り新たに文系10学部で共通テスト方式（１月出願７科目型）が実施されており、国公立大志願者の併願先として
出願されやすくなったことも一因とみる。文系では法（同134％）、総合政策学部（同125％）などが高い増加率
となった。再編して２年目を迎える理系４学部では、建築学部は前年比 100％と前年並みにとどまったものの、
他の３学部はいずれも志願者が増加した。 


